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市民課消費生活センター　☎22-9122問

消費生活
センター

「消費生活センター」から身近な情報をお届け
『
熱
中
症
に
注
意
・
全
国
防
犯
協
会
を
名
乗
る
電

話
に
注
意
』

会
を
名
乗
る
不
審
電
話
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

○
不
審
電
話
の
内
容

　

▼
あ
な
た
の
個
人
情
報
が
数

　
　

社
に
漏
れ
て
お
り
、
個
人
情

　
　

報
を
削
除
す
る
に
は
代
理

　
　

人
を
探
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

　

電
話
の
後
、「
個
人
情
報
を
削

除
す
る
に
は
費
用
が
か
か
る
」な

ど
と
金
銭
の
要
求
に
発
展
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

不
審
に
感
じ
た
ら
一
人
で
判
断

せ
ず
家
族
や
警
察
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
注
意

　

長
か
っ
た
梅
雨
も
明
け
、
毎
日

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
高
齢

者
は
温
度
に
対
す
る
感
覚
が
弱
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
室
内
で
も
熱

中
症
に
か
か
り
や
す
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

○
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

　

▼
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も

　
　

こ
ま
め
に
水
分
を
摂
り
ま

　
　

し
ょ
う
。

　

▼
室
内
に
い
る
と
き
は
、
風
通

　
　

し
を
良
く
す
る
な
ど
、 

室
内

　
　

が
高
温
に
な
ら
な
い
よ
う
に

　
　

し
ま
し
ょ
う
。

　

▼
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手

　
　

に
使
っ
て
室
温
を
調
節
し
ま

　
　

し
ょ
う
。

全
国
防
犯
協
会
を
名
乗
る
電
話

に
注
意

　

県
内
に
お
い
て
、
全
国
防
犯
協

文化交流課交流推進班　☎22-9143

『
フ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
起

源
』

問

閉
じ
た
ラ
イ
デ
ン
市
に
は
食
料
が

運
ば
れ
ず
、
つ
い
に
は
食
料
が
底

を
尽
き
、
多
く
の
市
民
が
餓
死

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

１
５
７
４
年
９
月
に
、
ス
ペ
イ

ン
軍
に
抵
抗
し
て
い
た
反
乱
軍
が

ラ
イ
デ
ン
市
近
く
の
堤
防
を
破
壊

し
ま
し
た
。
10
月
２
日
の
夜
中
、

運
良
く
ラ
イ
デ
ン
市
の
方
向
に
風

が
吹
き
、
市
の
周
囲
で
洪
水
が

起
こ
り
、
ス
ペ
イ
ン
軍
は
撤
退
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

翌
朝
、
孤
児
の「
ヤ
ン
」が
城

壁
の
外
を
調
べ
に
行
く
と
、
撤
退

し
た
ス
ペ
イ
ン
人
が
晩
ご
飯
に
準

備
し
て
い
た「
フ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」

が
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ヤ
ン

は
、
フ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
町
に
持

ち
帰
り
、
ラ
イ
デ
ン
市
が
解
放
さ

れ
た
こ
と
を
住
民
に
報
告
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
市
の
市

民
は
、
毎
年
10
月
３
日
に
、「
フ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
」と
呼
ば
れ
る
、
玉

ね
ぎ
、
人
参
、
リ
ン
ゴ
が
入
っ
た

マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
を
食
べ
ま
す
。

　

16
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
は
、
ス
ペ

イ
ン
帝
国
に
支
配
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
当
時
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
で

あ
っ
た
フ
ェ
リ
ペ
２
世
は
熱
心
な

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
だ
っ
た
た
め
、

オ
ラ
ン
ダ
で
流
行
り
だ
し
て
い
た

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
仰
を
、
悪
名

高
い
ア
ル
バ
公
爵
に
任
せ
弾
圧
し

ま
し
た
。
ア
ル
バ
公
爵
に
よ
っ
て
、

罪
の
な
い
多
く
の
人
が
処
刑
さ
れ

た
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
全
土
で
反
乱

が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

１
５
７
３
年
か
ら
74
年
に
か
け

て
、
ス
ペ
イ
ン
軍
は
ラ
イ
デ
ン
市

を
攻
撃
し
、
市
の
周
囲
を
包
囲

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
城
壁
を

国際交流員
の日記

問

50

　
平
戸
市
で
は
、高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、身
近
な
地
区
公
民
館
な
ど
で

健
康
体
操「
平
戸
よ
か
よ
か
体
操
」を
毎
週
行
う
場
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、各
地
区
の「
高
齢
者
の
通
い
の
場
」を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　   

　
長
寿
介
護
課
高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　
☎
22
‐
9
1
3
3

「平戸よかよか体操」オリジナルＣＤおよびＤＶＤを無償貸し出し中です！
―
 

み
ん
な
い
き
い
き
元
気
に ―

高
齢
者
の
通
い
の
場
訪
問
ＶＯＬ．
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活 動 日／毎週金曜　

　　　　　午後１時30分～２時30分

活動場所／宝亀第２公会堂

開催地区／宝亀第２地区

代　　表／松田　礼子

たっしゃが宝よ！！

松田　礼子さん
（宝亀町）

代表

　通いの場が立ち上がる前は、地区で集まる
機会が少なかったのですが、週１回のよかよ
か体操をきっかけに集まりの場が増えました。
現在は21人で活動しています。
　体操を始めたおかげで、意識的に背筋を伸
ばせるようになったり、階段の昇り降りがス
ムーズにできたりと身体と心に変化が表れてい
ます。
　今後は、趣味のサークルなども取り入れてみ
たいとの声も聞かれています。
　5年後、10年後も地域との関わりを続け、
健康増進に繋げていきたいと思います。　

　まつだ　　　 れいこ

　宝亀第２地区では平成30年４月より平戸よかよか体操を行う通
い場の活動を始めました。参加者の平均年齢は70代で週に１回活
動しています。通いの場を始めたきっかけは、「いつまでも元気で
過ごしたい」「交流の場を増やしたい」との思いからです。
　名前の由来は、日ごろ年配の人たちが普通にあいさつで交わす
言葉「達者が一番ばい」から、これから先も元気で楽しく過ごすた
め「たっしゃが宝！」を目標にみんなでネーミングしました。
　また、宝亀第２地区では定期的に花壇のお世話をしており、美
化活動にも取り組み、色とりどりの花が迎えてくれます。

「たっしゃが宝よ!!」

vol.14　　

国際交流員
ボエトボニー

（オランダ王国出身）


